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【史跡整備ゾーン（Ａゾーン）】
これまでの発掘調査等の成果を踏まえ、２種類

の復元展示を設置します。

（１）住居復元展示

弥生時代の住居跡を復元します。

（２）遺構露出展示

環濠跡のある層を保護した上で、その上層に当

時の堀の状態を再現します。

参考：大塚・歳勝土遺跡

参考：大塚・歳勝土遺跡

【保存ゾーン（Ｂゾーン）】

　遺跡が残る場として、特に保存に配慮するエリアとします。試

掘確認調査によって遺構が確認されている地点については、遺構

の枠組みを花壇で再現するなど、できる限り地下の遺構を傷つけ

ないように配慮しながら、遺跡の姿を地上に再現します。

【遺構表示】
道路等の下にある環濠（溝）跡

を地表面等に表示し、地中の環

濠の様子がわかるように再現し

ます。

【利用・活用スペース（C ゾーン）】

市内の遺跡や午王山の出土遺物を

解説する埋め込み式展示ケース等

を設置します。

また、見学者用駐車場、手洗い場

等を整備します。
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【午王山特別緑地保全地区について】

午王山特別緑地保全地区の斜面林は、一部が

午王山遺跡に入っており、併せて土砂災害特

別警戒区域に指定されています。

本構想の範囲には入りませんが、構想エリア

の隣接地であり、重要な緑地であることから、

緑の保全・安全性の確保等、保全地区に配慮

しながら史跡整備を進めていきます。

【案1】



【午王山特別緑地保全地区について】

午王山特別緑地保全地区の斜面林は、一部が

午王山遺跡に入っており、併せて土砂災害特

別警戒区域に指定されています。

本構想の範囲には入りませんが、構想エリア

の隣接地であり、重要な緑地であることから、

緑の保全・安全性の確保等、保全地区に配慮

しながら史跡整備を進めていきます。 午王山遺跡範囲内

午王山遺跡史跡整備地　ゾーニングイメージ

午王山特別緑地保全地区

Ⓐ
Ⓑ

Ⓑ ⒸⒸ

【史跡整備ゾーン（Ａゾーン）】
これまでの発掘調査等の成果を踏まえ、復元展

示を設置します。

（１）遺構露出展示

環濠跡のある層を保護した上で、その上層に当

時の堀の状態を再現します。

参考：大塚・歳勝土遺跡

【保存ゾーン（Ｂゾーン）】

　遺跡が残る場として、特に保存に配慮するエリアとします。試

掘確認調査によって遺構が確認されている地点については、遺構

の枠組みを花壇で再現するなど、できる限り地下の遺構を傷つけ

ないように配慮しながら、遺跡の姿を地上に再現します。

【遺構表示】
道路等の下にある環濠（溝）跡

を地表面等に表示し、地中の環

濠の様子がわかるように再現し

ます。

【利用・活用スペース（C ゾーン）】

市内の遺跡や午王山の出土遺物を

解説する埋め込み式展示ケース等

を設置します。

また、見学者用駐車場、手洗い場

等を整備します。
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